
掲載の「わたしのほやねさん」ストーリー
の他、市内に実在する「まちのほやねさん」
を募集します。あなたがこれまでに出会った
ほやねさんを400字程度の紹介文と一緒にお
寄せください。

募 集

■応募方法
住所・氏名またはペンネーム・電話番号を明記し、直接ま
たは郵送、Ｅメールでまちづくり推進課へ。
〒509-5192（住所不要）　  machisui＠city.toki.lg.jp
☎541111（内線186）／ 557763
※応募多数の場合は採用されないことがあります。

「ほやねさん」とは…
つらいときや悩んだとき、そっと寄り添って
「ほやね、ほやね」と話を聞いて、心を支え
てくれる人

今
月
の
お
題

思
い
や
り　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪　

被
災
地
に

 

リ
ト
ル
カ
レ
ー

絵
手
紙
で　

ホ
ー
ム
の
母
に　

思
い
や
り

 

林
洋
子

「
こ
れ
で
い
い
」　

よ
り
も
嬉
し
い　
「
こ
れ
が
い
い
」

 

ろ
み

二
次
会
で　

ノ
ン
ア
ル
お
酌
し　

お
こ
ら
れ
る

 

ひ
と
り
で
プ
リ
キ
ュ
ア

傘
ね
か
せ　

ふ
れ
な
い
よ
う
に　

急
ぎ
足

 

服
部
ハ
ツ
義

気
を
付
け
て　

さ
さ
い
な
言
葉　

思
い
や
り

 

チ
ロ

思
い
や
り　

皆
を
笑
顔
に　
「
あ
り
が
と
う
」

 

加
藤
正
光

思
い
や
り　

渡
る
世
間
に　

戦
無
し

 

月
丘
夢
子

思
い
や
り

１月１日号の投稿募集
お題は「 初夢 」です（１人１句）。
締め切りは12月14日（金）です。

私は結婚して初めてこの地域で暮らすことになったので、土地勘もなく、買い物一つするにも右往左往する毎日を
過ごしていました。夫婦二人で暮らしているうちは何とかなったのですが、子どもが生まれるとそうはいきませんで
した。自分のことなら手を抜いても、「この子に関して妥協はダメだ」と常に張り詰めた気持ちで生活していました。
そんな暮らしにストレスを感じ始めていた頃、偶然公園で出会った女性がいました。「こんにちは。お子さんいく
つ？」優しい笑顔で語り掛ける彼女も幼い子を抱いています。「この子は私の孫よ。娘が働いているから日中は私が面
倒を見ているの。だけど分からないことばかりでもう大変」。話を聞いていると彼女自身も３人の子を育てたお母さん
だったのですが、「そんな大昔のことは忘れたわ」と、大きな声で笑います。そんなやり取りが心地よく、それから毎
日のように話すようになりました。
彼女は近くの病院や幼稚園、お薦めの店から町のイベ
ントまで、何も知らない私に耳寄りな情報を丁寧に教え
てくれました。ときには「一緒に行こうか」と誘ってく
れることも。たまに私が子育ての悩みを相談すると、か
つての自分の経験と、現在進行形の孫育てが絶妙にミッ
クスされたアドバイスが返ってくるのです。それで気持
ちが和らぐことが何度あったことか。
知らない土地。初めての子育て。不安で仕方なかった
私が、初めて頼りにすることができたママ友が彼女でし
た。そして、私にとっての「ほやねさん」なのかなと思
います。

 ペンネーム　ゆきんこ（土岐津町）
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市市民の皆さんと作るページ

■応募方法
住所・氏名またはペンネームを明記し、直接または郵送、Ｅメー
ルで広報広聴係へ。
〒509-5192（住所不要）　  koho＠city.toki.lg.jp
☎541111（内線185）／ 557763
※応募多数の場合は採用されないことがあります。


